
ポジティブリスト（positive list: PL） 

 

対象となる範囲を設定したうえで、原則規制（禁止）された状態の中で、例外として一部の事例

（物、行為等）のみを認可する方式をポジティブリスト方式といい、ポジティブリスト（positive list: 
PL）とは、認可された事例（物、行為等）をまとめた一覧表を指し、掲載された事例ごとに詳細な

制限が課せられている場合がある。一方、原則制限がない状態の中で、例外として制限を課す事例

（物、行為等）のみを示す方式をネガティブリスト方式といい、ネガティブリスト（negative list: 
NL）とは、制限を課せられる事例（物、行為等）をまとめた一覧表を指す。また、これらの方式を

規制等として運用するためのシステムをポジティブリスト制度（ネガティブリスト制度）という。ポ

ジティブリスト方式においては、一覧表等に示されていない事例（物、行為等）は禁止、ネガティブ

リスト方式においては、一覧表等に示されていない事例（物、行為等）は制限がない状態となる（た

だし、ポジティブリスト制度やネガティブリスト制度の対象から除外されている範囲の事例につい

てはこの限りでない）。予防を前提とした安全を重視する施策等では、明示性や透明性が高いポジテ

ィブリスト方式が採用されることが多い。 
食品衛生法では、第 13 条第 3 項、第 12 条および第 18 条第 3 項により、それぞれ農薬等（農薬、

動物用医薬品、飼料添加物）、食品添加物、器具・容器包装の原材料に対して、人の健康を損なうお

それがない事例（物質、量等）として厚生労働大臣が定める事例（物質、量等）のみが認可され、そ

れ以外は禁止されている。このように、食品衛生法では、「ポジティブリスト」という用語は使用さ

れていないが、認可される事例（物質、量等）のみを示す方式となっているため、これらの規制のこ

とを一般的にポジティブリスト制度という。そのため、新たな事例を追加したい場合や既に収載さ

れている事例の範囲を拡大したい場合は、厚生労働大臣に要請を行う必要がある。 
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